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植物生長ホルモン剤による晩生柑橘数  

の琴腺離防止に関する研究（予報）  

黒上泰治・森 正義・石崎 保・大谷清  

Studies with Phytohormone Treatmentsin  

Controlling’Calyx Abscission of Summer Oranges・  

TaiiiKUROKAMI，MasayoshiMORI，TamotsuIsHIZAKIandKiyoshiOTANI  

（Ⅰ，abolatory of Pomology，Kagawa AgTiculturalCollege）  

1．緒  詮  

晩生柑橘類の囲熟展が貯蔵申咋萄の睨離を一驚き起し，単に商品としての外観を：損するばかりでなく  

睨酢痕クーら侵入する閲放■薗により果実の歯数を獲じ，それ等の神栖の貯蔵上に窓要なる支障を潔して  

いること捻，伊予蜜柑，八朔等の晩生相桶に於て歴々見られる朗であろ・   

然るに最屯米国に於てStewa・1t，Hield（9）（iO）両壁はL／lモ・ンに対し樹上叉ほ，貯蔵直前の果実の黒  

部に．2，4－・D又は2，4，5－Tの溶液を瀾布することにより，無処理区に比し萄二の耽落が少く，特に 

2，4－pをこ比し2，4，5－T甲方が効典が大きいことを報唐して 

著者等はこの実験成掛ニヒントを」甘て，八朔¢伊予蜜柑の両晩生柑橘を材料とし，収穫直後の央笑  

の啓部にそれ等の生．長ホルモン溶液を億布又は塗布し，葛の睨離防止の上に興味ある威綺を借たかも  

次位予報としてその概要を瀾蔓督する．僻本実験施行に当り調査に協力した金辺正氏軋感謝の意・を表す  

る．  

2．材 料 及 方 法   

英験は香川，愛媛，広島の三ケ卿こ澱て施行し，香川，愛媛で払愛媛藍の仰予蜜柑を：，叉広島では八朔  

を供用した．その試験区別は．次表の通わであるt 

実験の二方法石ま伊予蜜柑でちま12月  

30日探牧した同一瀦料を二分し，  

愛媛では1月引ヨに，香川では二1月  

9日に，それぞれ2，4・－D又をま2，・4，  

5－Tと2，4－Dとの混合液をこ処理  

した後，愛媛で酎女約舎（毎年柑橘  

：県実の貯蔵に・当て」いる小壷）の  

申に石油箱詰として積み重ね，香  

川では平祐に一重並べとして審豊  

中軋貯蔵した．また広島の八朔匪  

12月23日に腐放した果実を政柄食  

中に仮貯蔵してあったものにつき  

ユ月6日に生長ネ／レ・モ・ン剤の撒：軒を  

行い，貯蔵庫（隠草乾燥豊改造）の  

棚上に．－・費並べとして貯蔵した  

第1表試験設計．試験場朗．妙に担当者  

左目当番   

黒土泰治  

供試柏橘l 試鹸施行咄  区 分l洩 既  

香川県木田郡平井町  
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以上の方法により貯蔵した果実は，1～2回中間調査を行つ丹後，3月末乃至4月初めに，苺の色沢，脆   
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離状況等を嗣委した．その成総は第2，第3表の通りである  

第2衣 伊予蜜柑の番の色沢  第3表伊予蜜相の葛牒離威蹟  
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上琴の如く伊予蜜柑の苺睨離防止試験成綺は，香川と愛嬢とで必ずしも完全に十致して屠■ないが，  

2，4－・D剤，も2，4，5一71と2，4－Dとのき見合剤も，此の実験の範囲内では，濃度の高い32，40p．p．mの両区  

が無処理区に比し，寄の睨離挙が著しく少いことが明かである．唯香川では12，4－D剤が2，4，5・－ノTと  

2，4叫Dの混合剤に日比し効典が顔著であるのに．対し，愛媛では米国に．於て待たレモ・ンの成績と同じく，  

2，4，5・－Tと2，4－Dとのブ昆合判のカが効：果が大きいことを示している この種の相違が愛媛及び香川  

に於いて用いた2，4－D剤の性能が異なることに基くものであるか，又は貯蔵瑳境の差異によって生  

じたものであるかは，更に今後の実験に．依って明かにしたいと漕、う．   

次に典実の苺の色沢に就て抹，香川で拭各区q）成績が区々で，必ずしも・一一・致した傾向を示していな  

いが，愛媛の場合は．極めて明瞭な差異が認められる．即ち処理区の＝県実は何れも新鮮な緑色恩示して  

いるものの％が多いの軋対し，無処理区のもの払贅変叉路褐変して脆離し，その外観著しく不良であ  

り，この点に於ても植物生長ホルモン剤の撒布が，相当有効なことを示している．   

次に広島県瀬戸田町に於て施行した八朔に屈する実験成緯を1第4，第5の両家として示すことゝす  

る．  

左の成蹄によると八朔で蜂  

本実験の翫園内で礎植物生長  

カルキン剤の撒布に依り萄の  

脱離及びその色沢の保持に．対  

し一定した効典をご認められな  

いが，今後更に植物室長ホル  

モン剤の濃度を高め．且ホル  

モン痢の撒布時期を異にして  

実験する要があるニ  

4．考  察  

植物生長ホルモン剤が植物  

器官に．於ける聯暦・の形成叡抑  

制する上に願著なる効臭があ  

ることは，既に．NIXON，（1〉  

G．ARDN‡王．R（6）等がナツメヤ   

第4表八朔の寄の色沢  第5家 八朔番舵離成蹄  
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7．1如．． 9．3‘24．  
備考 掠牧前霜害を受け，それが原因となり苺の睨離む早めたと  

認められた個体は除外した…  
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シ，セイヨウヒ、ラギ等について待った実験を最初として，lJンゴ，（B－4）（6・一望1） その他の具英につき数多  

くの実験が行なはれていることに依って明かであり，時世．リンゴに就いては各種の観点から実用的な  

英験が進められており，米国に於けるその主産地では飛行械に．依る撒布すら既に；笑用化、されるに至つ  

ている．  

晩生柑棉の場合に於ても，苺直下の花盤と果皮との聞に，成熟期佐近づくに伴い離厨を生じ，故捗直  

前又は収穫後貯蔵期間中に苺の晩離教生ずるもので，2，4仙D，2，4，5・－T等の楷物生長泳ルモ・ン剤の  

撒布裸，離暦の形成を抑制し，毒腺離を防止する上に，重要な買献を・致すものであることは云うまで  

もない．   

たゞ柑橘の種鞘又は品種により，これ等の格物生長滴ルモシ剤庭．対する反応を異に．することは上記  

の伊予蜜柑，八朔の英．除成績によるも明かである．穂′つて各種晩生柑橘の成熟直前に酸ける離骨形成  

開始期故に離督発達の状態を明かにする・一方，植物生長ホルモン剤が之等の離層形成の抑制に．及ぼす  

影響を開明することを必要とする．備植物生長ネ／レモ・ン剤撒布時の寮遮，植物生長ホルモ・ン剤の濃度  

，樹上又は収穫後に於ける植物生長ホル・モン剤の撒布時期，貯戯塵申の温度，強度等q）頸囁條件等が審  

睨離の比率故に苺の色沢維持の上に如何なる影塾を及ぼすかを明か忙しなくてほなら■ない．   

更に樹上撒布の場合，枝物生長凍ルモ・ン剤の単独撒布に代り，殺菌叉ほ．殺虫剤との混用により，苺舵  

融防止に対する効：県に．影響を及ぼすかどうかに．ついては，既に．米国でSTEWARで，HIE、LD両氏か英  

験した結農，何ら効果の上に羞がないことを報告しているが，我が国の頚境條件の下に二，之．を追試する  

事が必要と思ほれる．これ等の諸問題に．ついては，今後研究を継祝して報督すること」したい．  

5．摘  要   

1．2，4⊥D，又は2，4，5・－・Tと2，4叫Dとの混合剤を用ひ，伊予蜜柑，八朔の雨晩生柑橘の貯萩中に於け   

る典実の苺偲離躍及ほす影響を実験した．  

2 2，41叫D剤又は2，4，51Jrと2，4r－・Dとの混合剤の3釘㌢更40p，p，mの絡液を伊予蜜柑の貯蔵直前の果   

爽の苺部に処理したものは，藩の色沢の保持披にその脱落防止に対し顕著な影響を与えた．  

3．2，4鵬D剤叉ほ2，4，5・－Tと2，4－－・Dとの混合剤の伊予蜜柑の苺：の色沢保持故に脱落防＿lヒに及ぼす   

耕具ほ実験場夙により異なっているが，その鹿田は明瞭でない．  

4・2，4・－・－D剤又は2，4，5－Tと2，4叫Dとの混合御ほ今回英験した漆魔の範囲内でほ，八朔の典実の苺  

の色沢保持故にその睨落防止に対し効果が見られなかった．  

8 引i用 文 献   

1．GARI）2TBR，F．E．and MARTI王，P．C．（1937）：Parthenocar・picfruitsinducedbyspr・aすingwithgrowth   

promoting compounds．Bot Gaz．99，1弘一－9S．  

2．大井上顔（1938）；一・テロオ ークシン処理による人：工箪薦結実に就いで．盛顎及園芸13（10■），2213－18．  

3．控見与・七（1939）生長物喪の落果防止躍射する効果（予報）．園芸学会嬉謎通（l），1－・10．  
4．GARD罰EちF．E．．，MAR叩，P．C．and】5ATJB：R．L．P．（1939）：Spr・aying with plant growth substances   

topTeVentaPPle fruit dr・OPPing．Science90，20S・－・9．  

S．NIXOZT，・R．Wこ1rnd GARD封ER，F．pE．（1939）：Effectof Certain growth substances oninflolescences   

of－dates．おot Ga乙100，868－・77  

6．GARDFER，F．E，MARTⅡ，D．C，and BATJER．L．P．（194q）；Spraying with plant groⅥ・th substances for  

CO？trOlofthepre－har・VeSt：dr・OpOfapples・PTOC・AmeTISoc・Hort・Sci・37（1939），4・15－28：  

7．森田三艮（19叫）：柿の生壕的落果に対するヘテロオーサシソの利用の研究．盛辛及園芸15（釘，37一一朗．  

8．BATJEB，L．1i．andMARiF，P．C．（1941）：Further studie畠with spT・aySin controlling preharvest   

dropofapples．Pr・oc”Amer・・Socl・rIor－t・Scin3S，（1940），111－16．   
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9．BURKEOLDER，C．，L”and Mc Cow2q∴Mouroe（194・1）：Effect of scoring o壬 α－Naphthylacetic acid   

and amide spray upon fruit set and of the spray11POn pre一・harvest 土■ruit prop．Proc．Amer」Soc・   

HoTt．Sci．39（1舛0），117一－20．  

io．ENZIE，J．Ⅴ岬andSoEN以DER，G．W．（19411）：SprIaying・董or・COntrOlofpre－harvestdropofapples  

in New Mexico．Proc、AmerI．Soc．Hort．Sci．38（194O），99－103．  

11．HorFMAN，M．B・（194・1）：Some resultsin controlling the preharvest drop o土 Mcintosh apples・  

（Preliminary r・ePOrt）．Pr・OCIAmer’・Soc・IHortu Sci．38（194O），97・－8．  

12．HITCHCOCK，A．E．and ZIMRiERnfAN，P・W・（194］）：rhe use of naphthalenacetic acid andits deri・   

vatives for p】ノeVenting■1ruit drop of apple一・Proc．．Amer．Soc．HoTt．Sci．38（194・0），104，－－・10小  

13．M虎pⅡ￥，Lyle Ml・（194・1．）：Preharvest apple spraying and fruit abscission．Proc・Amer・ISoc・   

Hort．Sci．38（19冬0）′123－26 

14．佐藤公「ト（1941）：生長物質の柑橘の固守及落具に及ぼす影響．．盈顎及園芸18（8），1鎚3－－¢＆  

15．浅見亨七∴森田藁麿（1942）：生長物質の落果防止に対する効儲＝詞芸学会雑誌1a（3），200－・11・  

16．中尾－・夫（1942）：桃紅於ける生長物質処瑠実験．第13屈冒本鰹学会部会園芸学会謂憐  

17・同橋光造（1942）リソゴの後期落果防止に対する生長ホルモ・ソ撒布の効雇い訊鮮腰学今諒1（3一句・289一関・  

18．田中論－・郎（194の：ホルモン処登別こよる忍橙の後期落果防止．静岡県柑橘試鹸功葦疏20．  

19．STEWARr，W．S．．，KLOTZ，L．J小and HI凱D，H．Z．（1948）：2，4・－・D Water spraystoreducepreharvest   

drop of oranges．．Calif．Agr・iculture（Calif．Ag■rI．EⅩP・Sta．）2：7，115．  

20．STEWART，W．S．andHIELD，H．Z．（1950）：Fruit diopoflemonsuCalif．Agriculture（Calif・Agr’．   

Exp．Sta．）4：2，6．  

2l．HARTMANN，H．’r．，（1950）；Tests with g－rOWth Teg－ulatingChemicals 土orincr’eaSing蛮uit set and   

yield去in olives．，Proc．．Amer－．Soc′′Hort．Sci．55（1950）181－89．  

R岳slユmる  

Expriments with phytohormone treatmentin contro11ing－ calyx abscission of some summer  

orangres duringStOrage Were Carriedon and the results are summarized as follows：  

1．Calyxsprayswith32to40p．p・m－Water SOlutionsof2，4－D or the mixture of2，4，5・Tand   

2，4・D seem to be the most effectiveinkeeping green color of calyx and controlling calyx   

abscission ofIyomikan・  

2．The effect of phytohormone tr・ea乞mentsonkeepinggTeenCOIorof calyx andcalyxabscission  

さ  OfIyomikanis somewhat differentl）eetWeen K卑gawa and Ehime experimehtalplots・The  

reason，howerver，is quite unknown・  

3．Calyxsprayswith5to40p．p．m．water・SOlutionsofphytohormonesmentioned abovewei・e   

quiteineffective aginst Hassaku orangein keepinggTeen COlorof calyxandcontr・O11ing  

Calyx aもscission of f‡トuits．  

追  補  

本実験と並行し愛媛県温泉郡高浜町に於て共著者石崎備により，伊予蜜柑を材料とし，繚物生長ホ  

ルキン処理による貯蔵果実の認晩離防止に鰐す’る実験を言行い，上に示した琴堺と搾ぼ同様の成績を待  

たから，以下本実験の迫補として附記することとする．  

1日的 前実験と同様の目的の下に柑柄栽窄象の貯蔵室内で，【実用的方法により処確し，苺晩節に及  

ぼす効典を知る汽：めに行った．  

2．材料及方法   

（1）場所 愛媛県温泉郡高浜町6丁目 石崎 保   
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（2）貯蔵時期 昭和26年1月5日～4月25日  

（3ノ脚就農英 伊予空相 南西簡，傾斜150，土質花嵐岩，土性砂質壌土の閏，樹令18年生のも  

の5本を選びその果実を英翰に供用した・昭和2さ年12月28日採牧，昭和26年1月5日相物生長ホヤ  

キン液により処理．   

言．契態度績   

（り第1回調査成紆（昭和25年3月25日調査）  

2，4－－D剤処遇区  

（4）処野方法 処定の渡度に稀釈し  

た砲物生長ホルモン液を斬らしい毛  

筆に浸tて典梗部に塗布した．攣は  

両液区各濃度別に別個のものを用い   

た．  

（5）貯蔵樺 穀物倉庫として嘩通さ  

れた床板張り，土壁，平屋造り，西何  

のもので，数年前より伊予蜜相の癖  

蔵に供用し■ている．  

（6．）貯蔵洪 処理した：もの昧液の乾   

くのを待って平祐（石油箱）に入れ  

約1000貰の貯蔵鼎笑と同校に箱横貯  

蔵を行った．  

（7’）調査法 3月25日に第1回調査，4  

月25日に．政経調査む兼行した．最終  

調査の際魔の挽離せずして附潰して  

いる＝県実に対し，指兜．を以て苺部に  

軽い衝撃・を与え，こ．の韻作により藩  

の睨離した‥艶笑は衝撃睨離・を行った  

ものとして別に数え，自然，衝撃両線  

脱離：熟を二段初灯貯蔵した：果英数から  

差し引いたものを健全二県として，そ  

の数及び比率を計算した小  

健 全 巣  
：－●∴∴：∴－  

萄自然取離  

認の色沢  
琶闇織可計  果数桓数画数簡習計l琵  
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（2）、最終威綺（昭和26年4月25日調査）  

2，4Ⅰ）一剤処理区  

考  察   

上記の成締は著者等の別に施行した上掲の成  

績とほぼ其の傾向を同じくt．ており，覇艦貯蔵  

開始後80日日の4月2沌における最終調査ゐ場  

合に於ても 32－40p．p．m区は苺脱離比率最も  

少くして，健仝農の比率が楔準区に比し著しく  

多いことを示しでおり，伊予蜜柑の貯蔵末期に  

於ても，植物生長ホルモン液処理により，J40－・  

jう0．％■の盈実は完全にその塔を償l著し，商品とし  

ての外観を真備することに成功していることを  

示している．なお此の場合に．於て，2，4，5－●∫十  

2，4－D剤処理区が2，一4・－・D剤処理区に比し苺険  

難比率が少いことは香川県に於て同一朝料・を処  

理して得た成綺とその趣を異にしていることは  

将来検討すべき問題として残されている．   

【l 供試偶数圃査  
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